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教師集団は 「機能」 して い るか ？

一
自律性 に焦点を当て て

一

内野恵子（早稲田大学大学院）

　 1　問題お よび 目的

　本研究の 目的は，教師集団の 「機能」 とは如何

なるもの なの か ？それは，「機能」 して い る とい え

るの か ？に つ い て教師に対す る外側か らの 圧力 ，

主に国か らの 政策に対す る捉え方 ・や り方につ い

て面接調査で 明らか にする こ とに ある。

　1980 年以降の 世界的な教育改革か ら学校は 変

わ るこ とを強く求め られ て い る 。 現行 の 教師改革

の 「教師の 教育行為」 に焦点化 した 「教職の社会

学」 的ア プ ロ
ーチが教育改革に有益 とされる。こ

こ で い う 「教職の 社会学」的ア プ ロ ーチとは，「教

員 文 化 」 を い か に 可 視 化 で き る か （久

冨，2006，p．367）である。教員文化は，換言す ると

教師集団が どの よ うに 自分た ちに降りかか る様 々

な事象を捉え，「機能」 させ て い る の かであ る。教

師集団は 「よ く機能 して い ない 」 とい う見方が強

い
。 しか し，本当に教師集団は 「よく機能し て い

ない 」 の だろ うか ？

　既存研究で は，教師集団の 機能を同僚問， また

管理職と
一

般教師 との 関係か ら捉え，学校内部に

起 こ っ て い る機能につ い て多 く取 り上 げられて い

る。しか し，教師集団が，国 ・教育委員会 ， 保護

者，メ デ ィ ア な どか らの 圧力 に対 して 如何 に対処

し て い るの か質的に 言及 した もの は あま り ない 。

　本研究の 意義は ， 教師集団 の 機能の おおよそ の

「全体像」 を明らかに し， 教育政策の 意義を問い

直すこ とで ある。

1　教師の 「限定的自律性il　 2 重構造に よる弊害

　教師の 「限定的自律性」 の 弊害には，2 重構造

が隠蔽されて い る。こ こ で の 「限定的自律性」 と

は，教育行為の 教科指導 ・児童指導 ・学級経営な

どを指す。

　第 1に ，教師の 「教える」 とい う行為そ の もの

を
一

元的に規定 して し ま う， 内側 （管理
・監督者）

か らの勤務評価の 制度化で ある。 第 2 に ， 外側 （保

護者，メディ ア など）に対する，教育行為の 学校

の アカ ウン タ ビ リテ ィ の制度化で ある。以上 2 点

の 2 重構造の 監視 の 目によっ て教師の 「限定的自

律性」 は揺らぎ混乱 へ と突き進ん で い る の で はな

い の か。

2　 「なべ ふた型」 か ら 「ピラミ ッ ド型」 へ ？

　教師集団は民間企業の よ うな ヒ エ ラル ヒ
ー
組織

で は な く，「な べ ふた型 」の 横並び の 組織で あると

い われ て い る。それは，教師が足並みをそ ろえつ

つ
， 各 々 が責任を持 っ て教育行為を遂行するた め

に形つ くられた もの だ、しか し，教師の組織改革

を推進するために 2007 年，学校教育法改正が行

われた。そ して 「なべ ふた型」 か ら校長を頂点 と

した，副校長や総括教諭を新設 し「ピ ラ ミッ ド型」

を基盤 とする組織形態を施行 した。見方 を変える

と，教師は教育行為につ い て外側か らさらされる

宿命 を背負 っ てい る こ とか ら 「身を守る」 手段 と

して ，ヒ エ ラル ヒ
ー
組織が必須で ある ともい える。

（責任者 （校長）をや り玉 に挙げる こ とで ，教師

個人に向けられがちな，厳 しい 外側 か らの 責任追

及か ら視点をそ らすこ とが で きるとい うこ と。 ）

3　教師集団の 「機能」
一
形骸化とい う 「装置」

　 こ こ ま で は ，外か ら余儀な く組織変革を迫 られ

るとい っ た ， 教師集団の受け身の 姿を描 い て きた。

しか し ， 教師集団の なん らか の 「装置」 によっ て

自分たち流に 自律的に変換させてきた感もある 。

例 えば，新 ・勤務評価を輪番制に変え て しま うこ

と，
ヒ エ ラル ヒ

ーを取 り入れた組織改革で は，新

し く導入 された 中間管理職を
一般教師との 住み分

けに利用 し 「横並び 」 の従来の なべ ふた型 の 亜流

に して しま うこ と，などである。すなわち，国や

教育委員会か らの 「期待 され る教師集団機能」 に

対 して ，教師集団の なん らか の 「装置」 が働 き 「自

分た ち流の教師集団機能」 へ と変換させ て い る と

考え られ る。

ll 方法

　教師集団意識まで 掘 り下げるた め，半構造化面

接調査を行 う。 対象者は，公 立小学校の経験年数

30 年以上 の ベ テ ラ ン 教師 2 人 で ある（詳細は発表

時と した い）。面接調査 は，会話の録音を了解の 上，

教育政策に関す る教師の 捉 え方や対応に関する内

容を中心 に行な っ た 。 次に ， 会話 を トラ ン ス ク リ

プ トし以下分析する。（面接の詳細は，紙幅上省略）

皿　結果お よび考察

1 保護者に対する教師集団の機能

親 へ の対応にあた り，教師集団はどの よ うな場
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面で如何に働 い て い る の だろ うか ？（太字斜体は

「趣 ］ ）

　個々 の 教師または学年教師集団で は解決が無理

な大きな問題 は，管理職に報告する形をとっ て い

るもの の ，A 教師は，担任か ら離れ て しばらくし

て い る管理職は 「嬲 驪 が蹴 っ で e 、る」 と捉 え

てお り， 比較的小 さな問題は相談しない事が多い。

しか し，外部との連絡を取らなけれ ばい けな い よ

うな大きな事件が起こ っ た とき，「遡
一A バ y ユ r 」 が 「盾 」 とな り，教師集団全体を

守り，管理職 と
一
般教師とが

一
体化 して

一
時的に

「ヒ エ ラル ヒー的機能」 を果 た し てい るよ うだ 。

2 政策に対する教師集団の機能

　それで は，政策に対 して どの ように捉え，教師

集団は機能 して い るの だろ うか ？

　A 教師は ，教職員組合で の勉強会を通 し て
， 学

校が抱える問題や 「コ μ コ P コ rrコ rr」 と急激に

か わ り行 く政策に敏感に反応で きるよ う教師 自身

の 「セ ン X 」を磨い て い る。それ は，教師がただ

与 えられた こ とを頑張るだけの 受身に終わらず ，

積極的に，新 ・政策 ， 教育問題を考え，力をっ け

て い くため で ある。 ともすると進みゆく道を見失

い がちな教師に対 し，教職員組合で の 学習会は ，

指南役を担い 教師の 意識作 りとい う機能を果た し

て い る 。 また，政策による新たな 「ぞ ン ヌ タ 「  

塵 に，児童 も教師も振 り回され翻弄さ

れ て い る。そ の 内容は児童が 生きて い くた め の

「W W 1にな っ て い るとは言い 難 い
。

そ こ には ，
「ゆと り」 「生 きる力」 を推進する教育

政策には程遠い 現状，教師の 意識が浮き彫 りとな

っ て い る。しか し これ ら，学習指導内容に対 して

は教師の 裁量権はな く，なすす べ がな い とい え る。

　次に，教師集団の校務分掌に は，新た に総括教

諭が配置されたが
， そ の 教師たちが実際に組織の

先頭に立っ て何かを企画 して い る こ とはあま りな

い。A 教師は，教師集団は平等で あ り，そ の 中で

自由な意見を言い 合える こ とが創造的な活動を生

み 出す の だと述べ ，「 L
　 翩 の 入た ちらヵ　あ

の 一　哉 で 〃、るんだ巴 蟹〃｝ま　よ」 か ら，教師

全体に平等意識は存在 して い るとい えよ う。また，

教職員組合は，総括教諭が FMfidiew ／　fx6fad

− 」 装置であるよ うだ。

　さらに教師の勤務評価につ い て ，B 教師は，管

理職の 「一揚酌 な観察で は評価で きない とい

う。ほ と ん ど の 教師は ，
「2蠍 コ で あ り， 管理

職 自身も余分な仕事を増や され て い て 「ラん ざク

L でb ）る」 の で はない か とい う。 さらに，評価が

給与に響 くとなると大変な児童 の い るクラス は希

望者が い な くなるなど，教師本来の仕事を妨げる

制度に憤 りさえ感 じて い る 。 しか し，
．
方 で は，

公務員は特別 なこ とがない 限 り辞め させ られない

こ とか ら，「一 がい る時に 「込
塾 が効力を発揮 し て い るとい う。

3　 まとめ

　教師集団の機能は，教育に対する社会の ニ
ーズ

の 高ま りとともに，表向きば組織が管理 的とな り，

そ の 機能性が備わっ て きた ように思 え る。しか し

教師集団に対 し管理的組織を推進 しようとする と，

教育行為 とは 直接関係の ない事務的な仕事が増え

教師は多忙 を強く意識するこ とになる。「＋ ン X

一 に教師も児童 も翻弄 され，「幽
一 が児童たちの 生きるカ となっ て

い るの か
， 確信が 持てない まま教育現場は路頭に

迷 っ て い る 、
こ の よ うな状況の 中，教職員組合に

お ける教育政策に対する意見交換会は，教師集団

に対する外圧の潮流を，押 し返すか の よ うに ， 対

政策 「意識集団」 として働く。 さらに教職員組合

は ， 総括教諭 の 「形骸化」 な ど教師集団の ヒ エ ラ

ル ヒ
ー

を阻止 する機能が ある。ま た
， 外部が絡む

大きな問題は ， 校長 とい う 「
」t81z4−IEZIz．．Z，1．：A 　s7　Y　ゴ

を 「盾 」とし，
「ヒ エ ラル ヒ

ー
的」 に機能する。さ

らに，教師評価制度は，
一

部の 「幽 コ

をあぶ りだ し評価するため の 機能がある こ とを示

唆 した。

　以上か ら，教師集団は問題 の 大きさによっ て，

集団が柔軟に機能する こ とがわか っ た。こ こ で重

要なこ とは，その初動は，管理職ではなく，当該

の教師個人に委ねられてお り，日常的に ヒ エ ラル

ヒ
ー
機能がな い こ とだ。さらに，教職員組合は，

裁量権が及ぼな い政策に つ い て
， 教師の 「意識集

団」を作 り， さらに ヒエ ラル ヒ
ー

に対 し 「形骸化」

させ る装置を持っ
。 また 「コ ロ コ n コ rr コ rr」 急

変する教育政策は，現場に単なる
一

過陛の 「刺激」

と教師に負担をもた らし て い るだ けなの か ？教師

評価制度の よ うに ， 教育政策は 「建前」 の 意味付

け とは違 う不可視な意義があ る 可能陛を持 つ 。

　移 りゆく時代の 中で ，教師集団に管理 的要素が

根付 くの だろ うか ？研究課題は ， 教師集団の 全体

像をっ かむため，非組合員教師 へ の イ ン タ ビ ュ
ー

と，さらなる教育政策の意義の検討で ある。
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